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男里川のあさりが
「おいしい」理由

■ 思 い 出 が セ ッ ト に な る か ら お い し い

■ 収 穫 か ら 調 理 ま で 味 わ え る か ら お い し い

　大阪府泉南市にある男里川は大阪湾に流れ込んでいる。そしてその河口付近ではたくさんのあさ

りを獲ることができるため、関西有数の潮干狩りスポットとなっている。

　男里川のあさりは潮干狩りによって収穫されることが多い。今回、簡単な潮干狩りを体験する中

で、10人程で探してもあさりが2個しか見つからず、誰かが見つけたときは歓声が上がったこと、探

している途中にホタルの会の方が「砂地の所を結構深く掘らないと見つからないよ。」とアドバイ

スをしてくれたことが印象に残った。これによって、自身があさりを食べる時に、あさりを見つけ

る難しさや、誰かがアドバイスしてくれたあさりの知識などの記憶が蘇ってくることが予想され

た。そのような思い出があさりの味にプラスされることによって、より「おいしく」感じると考え

られる。潮干狩りは自然の中で行う人気のレクリエーションであり、家族など数人で参加すること

が多いため、収穫の際の出来事や、他の参加者との交流などの思い出が「おいしい」に関係するこ

とは多くあると思われる

　

　近年、魚はほとんどが切り身の形態、肉類は調理しやすく加工された形態で売られていることが

多く、食材の原型や加工過程、自然の中で生きている状態を知らない・見たことがない大人・子供が

増加している。そのような現状の中で、食材の収穫から調理までの一連の流れを体験できることは

貴重なことであり、実際に農業分野において子どもたちへ体験学習を行ったことにより、食材をよ

り美味しく感じてもらえるようになったという事例が存在している。（英・矢部,2014）



■ 生 息 地 や 歴 史（ ホ タ ル と の 関 係 ）を 知 っ て い る か ら お い し い

写真1　左：ホタルの会の方のあさり獲り

　　　  右：見つかったあさり
写真2　男里川と周辺の風景

男里川のあさりにおいても、自ら潮干狩りに行き、獲った個体を持ち帰り、自分の手で調理して食べ

ることができる。そのため、あさりの「おいしい」に「実体験」が関わっている可能性は十分にあ

る。自分の口にあさりが届くまでの一連の過程を実体験することで、その人なりの愛着があさりに湧

くことがよりおいしく感じられる理由の一つと考えられる。

　あさりの生息地である男里川の水質の綺麗さ、男里川を含めた風景の美しさを実際に見たこと

で、このような環境で育ったあさりならば美味しいだろうという思いが働き、食べる時によりおい

しく感じると考えられる。また、男里川のあさりが有名になった背景には、流域でのホタル復活を

目指した活動が大きく関係していた。当事者であるホタルの会の方からお話を聞く中で、ホタル復

活までの苦難や様々な活動内容の詳細を知り、ホタルとあさりは海と陸の別々の場所で生息してい

るが、河川を介した相乗効果があるということを理解できた。そこで、海と陸のつながりを感じ取

ることができた。このように男里川のあさりが持つ歴史を知り、生態系のつながりを感じた後にあ

さりを食べると、人の思いや自然の偉大さが相まって、よりおいしく感じると考えられる。

　以上のように、男里川のあさりが「おいしい」のは、元々あさりが持っている美味しい味に、

「思い出」・「収穫から調理までの実体験」・「生息地や歴史についての知識」がプラスされるか

らだと考えられる。
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